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※本書は千葉県コミュニケーションロボット導入支援事業費補助金（以下補助金）の申請

を考えている事業者向けに内容をまとめたものです。 

詳細については千葉県コミュニケーションロボット導入支援事業費補助金交付要綱 

（以下要綱）、及び千葉県コミュニケーションロボット導入支援事業費補助金交付要領 

（以下要領）を御確認ください。 

 

■１ 事業の目的（要綱第１条抜粋） 

介護事業所における入所者・利用者のＡＤＬ（日常生活動作）やＱＯＬ（生活の質）の

維持・向上を図るモデルとなる取組を支援するため、コミュニケーションロボットの導入

に要する経費について、補助金を交付する。 

 

■２ 補助対象事業者（要綱別表） 

千葉県内（千葉市を除く）に所在する以下の事業所・施設を運営する事業者。 

【事業所】 

１ 通所介護事業所 

２ 地域密着型通所介護事業所 

３ 療養通所介護事業所 

４ 認知症対応型通所介護事業所 

５ 通所リハビリテーション事業所 

６ 小規模多機能型居宅介護事業所（通い・宿泊サービスに限る。） 

７ 看護小規模多機能型居宅介護事業所（通い・宿泊サービスに限る。）  

【施設】 

８ 短期入所生活介護事業所 

９ 短期入所療養介護事業所 

10 介護老人福祉施設 

11 地域密着型介護老人福祉施設 

12 介護老人保健施設 
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13 介護医療院 

14 介護療養型医療施設 

15 認知症対応型共同生活介護事業所 

16 養護老人ホーム 

17 軽費老人ホーム 

18 有料老人ホーム 

19 サービス付き高齢者向け住宅 

 

■３ 補助対象となるコミュニケーションロボット（要綱第２条） 

（１）目的要件 

日常生活支援における、コミュニケーションの場面において使用され、双方向の情報 

伝達によって高齢者等の活動を促し、入所者・利用者のＡＤＬ（日常生活動作）やＱＯＬ

（生活の質）の維持・向上に効果のあるロボットであること。 

（２）技術的要件 

高齢者等の言語や顔、存在等を認識し、得られた情報を元に判断して情報伝達が   

できるロボットであること 

（３）市場的要件 

販売価格が公表されており、一般に購入等ができる状態にあるロボットであること。 

 

■４ 補助対象経費（要綱別表） 

（１）当該年度に要するコミュニケーションロボットの購入、レンタル又はリースに係る

経費。 

（２）本補助金により導入した機器に係る保守・サポート費、導入設定費、セキュリティ

対策費等の経費。 

 

■５ 補助の対象とならないもの 

 ・消費税、地方消費税及びその他本事業に適当と認められない費用。 

 ・通信環境整備に係るＷｉ－Ｆｉ環境を整備するために必要な経費。 

 

 



3 

 

■６ 補助金の交付額（要綱別表） 

 補助対象経費の５分の４を補助する。ただし、千円未満は切捨てとする。 

 補助限度額は１台につき、補助対象経費（１）～（２）を含め、１００万円とする。 

 

■７ 補助上限台数（要綱別表） 

（１）事業所 

１事業所あたり２台とする。 

（２）施設 

利用者の定員数に応じて、１施設あたり以下の表のとおりとする。 

利用者定員数 上限台数 

２０名以下 １台 

２１名以上４０名以下 ２台 

４１名以上６０名以下 ３台 

６１名以上８０名以下 ４台 

８１名以上 ５台 

ただし、個別の事情により上限台数を超える必要がある場合については、個別協議

を実施し、知事が特に必要と認める場合に限り、上限台数を上乗せすることができ

る。 

 

■９ 募集期間 

 令和５年６月１５日（木）～７月１４日（金） 

※県の予算額を超える応募があった場合には、公平性や補助効果を勘案して、予算額の  

範囲内で補助対象事業者を決定するほか、補助台数及び補助額を調整することが   

あります。 

※提出書類が足りない場合は、申請は受付けませんので、不足している書類は募集期間内

に必ず提出してください。 

※事前申請は必ず必要です。 
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９ 補助金申請の流れ 

      …県       …事業者   

 

見積依頼

•メーカーや代理店に見積書を依頼します。作成日、有効期限、金額内訳は必ず記載してくださ

い。※交付決定前に発注・購入したロボットは補助対象外です。

事前申請

•ちば電子サービスにより事前申請を行います。見積書をデータ化し、PDFで添付

•【募集期間】令和5年6月15日（木）～令和5年7月14日（金）

事前審査

•見積書の内容と申請金額等を審査します。

※対象外機器等である場合は個別に連絡

金額提示

•補助予定金額について提示します。

•補助予定金額の決定等により申請を取り下げる場合は申告し、これ以降の手続きは不要です。

交付申請

書の送付

•必要な書類をそろえ、補助金交付申請書を送付します。※書面申請、一部データ提出あり

•【申請期間】金額提示後に御案内（7月～8月）

•【提出先】千葉市中央区市場町１－１ 千葉県庁高齢者福祉課 法人支援班あて郵送《必着》

内容審査

↓

交付決定

•提出される書類を審査します。

•審査後、補助金額や機器について交付決定を行い、各施設に書面で通知します（8月～9月を予定）

※交付決定後に機器等を変更する場合は、導入前に事前に県庁まで御相談ください。

事業実施

•交付決定日以降コミュニケーションロボットを導入し、実際に施設で使用していただきます。

※導入が年度内（令和6年3月31日）に間に合わない場合は、交付決定後の導入でも補助対象外となります。

•ただし、やむを得ない事情により導入が年度内に間に合わない場合は、繰越承認申請を行うことで、補助

対象と認める場合がございます。

実績報告

書の提出

•使用した状況などを踏まえ、実績報告書を御提出してください。

※導入後書類が提出できるようになりましたら、速やかにご提出ください。

額の確定

を通知

•実績報告書から補助対象になるかなどを再審査し、補助金額を確定したうえで、書面にて通知します。

請求書の

送付

•補助額を確定する書類が届きましたら、確定額に基づき、請求書をご送付ください。

※最終の支払いは令和6年5月末予定です。

  


